
「A群溶結性レンサ球菌咽頭炎が流行 都内で警報基準達する」 

 例年「春から初夏」にかけてと「冬」に学童期の小児に流行する感染症ですが、都内の

小児科からの患者報告数が警報基準に達しました。また、中学生や大人の感染報告もあり、

今後、さらに流行が拡大する可能性もあるため、十分な注意が必要です。 

こちらの感染症は主に飛沫感染と接触感染により感染します。予防、拡大防止のために、

引き続きこまめな手洗いや咳エチケット等の基本的な感染防止対策を一人ひとり心がけて

ください。咽頭痛がある場合は早めに医療機関等を受診し、検査を受けましょう。 

（12月 21日保健医療局文書より一部抜粋） 

※本校においても 10月から 12月にかけて感染報告を受けました。 

 ※こちらの感染症は「学校感染症」として学校保健安全法に基づき「出席停止」の措置

をとります。医師が感染の恐れがないと認めるまでの間は「出席停止」の扱いとなり、

欠席とはなりません。医師の指示に従い、ご家庭で十分休んでください。診断がつき

ましたら、必ず学校にお知らせください。医師から登校の許可が出ましたら、「罹患・

治癒証明書」に記入してもらい、登校を始める日に担任に提出してください。 

（裏面に「罹患・治癒証明書」載せました。必要に応じてご使用ください。立川二中 HP からもダウンロー

ドできます） 

感染防止対策のポイント❕ 

① こまめに手を洗いましょう。 

② 普段から一人ひとりが咳エチケットを心がけましょう。 

③ 流行時にマスクの着用も有効です。 

 

≪咳エチケット≫ 

〇せき・くしゃみの症状がある時は、マスクをしましょう。 

〇咳・くしゃみをするときは、口と鼻をティッシュで覆いましょう。 

〇せき・くしゃみをする時は、周りの人から顔をそらしましょう。 

 

  

   

 

 

新しい年を迎え、皆さん新たな思いを抱いていることと思います。保健室では、皆さんが心

も体も健康に過ごせるよう、健康に関する情報を発信しながら、引き続き学校生活をサポート

していきたいと思います。本年もよろしくお願いします。 

 

 

新年が明けました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。引き続き感染症予防等に取り組んで

まいります。ご家庭にもご理解ご協力をいただけると幸いです。 
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